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演ずることが近年明らかになってきた。しかしながら運動量移行が 1 GeV/C の領域の反応であるに
もかかわらず，この反応は非相対論的な理論により取り扱われてきた。また，この反応を引き起こす電
磁相互作用が強い相互作用と独立に扱われているために電流の保存則を満足せず，従来の理論の予言能
力に疑問を抱かせるものがある。
田村君は，場の理論における 1 つの現実的なゲージ不変なモデルから出発し，ユニタリ変換により相
対論的補正を含むハミルトニアンを導き，さらに核子以外の自由度をユニタリ変換により消去して，強
い相互作用である核力，電磁相互作用に現れる交換電流を 1 中間子交換の過程の枠内で求めた。この処
方により，強い相互作用のもとにおいても，電流の保存則が満たされていることは，第一の重要な結果
である。相対論的補正を取り入れると，もはやガリレイ変換に対する不変性は消失するために，系の重
心運動が原子核の内部運動に影響を与えることになり理論的取り扱いを困難にする。この問題は，ポア
ンカレ代数を満たすローレンツ変換演算子を求め，原子核の静止系における波動関数をローレンツ変換
により任意の系に変換することにより解決した。このように現実の相互作用を含む原子核にローレンツ
変換を適用し，相対論的補正を見通しよく，かっその取り扱いを可能にしたことが第二の重要な結果で
ある。上記理論により，電子一重陽子衝突における弾性散乱および重陽子分解反応の数値計算による定
量的研究を行い，相対論的補正の重要性を示すとともに，実験データを説明することに成功した。
田村君の上記の研究は，高エネルギー電子散乱による原子核構造の研究に重要な理論的発展を与えた
ものであり，理学博士の学位論文として十分価値のあるものと認めるO
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